
（別紙３）

～ 令和7年3月10日

（対象者数） 14 （回答者数） 9

～ 令和7年3月10日

（対象者数） 5 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
多数の保護者の方からお褒めの言葉を頂きありがとうござい
ます。これかも安全を確保しながら、様々な体験・経験が
できるように支援を充実させていきたいと思います。

2
保護者の悩みなどを聞き、家族に寄り添った
より良い支援ができるようにしていきたいと思う。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
感染症対策を行いながら、保護者会等を再開できるように努
力します。

2
ペアレント・メンターの講師をお呼びし、開催できるように
したいと思っております。

3 今後は、リクルート活動に力を入れていきたいと思います。

こども達が、安心して楽しく通所できている。
こども達の気持ちを優先し、安心して活動に取り組めるように
支援しています。

日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発
達の状況について共通理解ができている。

日々のこどもの様子や変化をお伝えし共通理解できるように努
めている。

利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数が不足し
ている時がある。

新規採用がうまくいっていない。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者
同士の交流の機会が設けられていない。

感染症等の流行があり、再開するタイミングが難しかった。

家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング
等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会ない。

感染症等の流行があり、再開するタイミングが難しかった。

令和7年2月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年3月24日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 夢（どりぃむ）

○保護者評価実施期間 令和7年2月10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


